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(57)【要約】
　上気道疾患に関する治療に対する患者の順守を高めさ
せるための装置及び方法が示される。この装置は、患者
の血糖値データを含む生命兆候データ及び患者の治療に
関する情報を含む治療データを受信するための受信ユニ
ット、前記治療データ及び前記生命兆候データに基づく
フィードバック情報を決定するために、前記治療データ
及び前記生命兆候データを処理するように構成される処
理ユニット、並びに前記治療データ及び前記生命兆候デ
ータに基づく前記フィードバック情報を表示するための
表示ユニットを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上気道疾患に関する治療に対する患者の順守を高めさせるための装置において、
－前記患者の血糖値データ及びノルエピネフリン濃度データの１つ以上を含む生命兆候デ
ータ、並びに前記患者の前記治療に関する情報を含む治療データを受信するための受信ユ
ニット、
－前記治療データ及び前記生命兆候データに基づくフィードバック情報を決定するために
、前記治療データ及び前記生命兆候データを処理するように構成される処理ユニット、並
びに
－前記治療データ及び前記生命兆候データに基づく前記フィードバック情報を表示するた
めの表示ユニット
を有する装置。
【請求項２】
　前記生命兆候データはさらに、前記患者の心拍データ、血圧データ及び睡眠ステージデ
ータの１つ以上を含んでいる、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記治療データは、無呼吸－低呼吸指数。一晩の睡眠時無呼吸回数、及び前記治療を施
すための治療装置の使用時間の１つ以上を含んでいる、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記フィードバック情報は、治療の進行及び努力に関する情報を含んでいる、請求項１
に記載の装置。
【請求項５】
　前記フィードバック情報は、経時的な前記治療データ及び経時的な前記生命兆候データ
の表現を有する、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記治療の遵守を保つよう患者を指導するための電子指導システムをさらに有する、請
求項１に記載の装置。
【請求項７】
　加圧した呼吸可能なガス流を前記患者に供給するための患者インタフェースをさらに有
する、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記患者の前記生命兆候データを測定するための生命兆候センサをさらに有する、請求
項１に記載の装置において、前記生命兆候センサは、
－前記患者の血糖値データを測定するためのグルコースセンサ、
－前記患者のノルエピネフリン濃度データを測定するためのノルエピネフリンセンサ、
－前記患者の心拍データを測定するための心拍センサ、
－前記患者の血圧データを測定するための血圧センサ、及び／又は
－前記患者の睡眠ステージデータを測定するための睡眠ステージセンサ
を有する、装置。
【請求項９】
　前記生命兆候センサは、着用可能、皮下又は埋め込み可能センサである、請求項８に記
載の装置。
【請求項１０】
　前記グルコースセンサは、呼気におけるグルコースを示すガスを観測するための呼吸ガ
スセンサである、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記グルコースセンサは、前記患者インタフェースに配される、請求項８及び１０に記
載の装置。
【請求項１２】
　前記心拍センサは、前記患者の心拍データを取得するための加速度計及び／又は心電図
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センサを有する、請求項８に記載の装置。
【請求項１３】
　前記睡眠ステージセンサは、前記患者の睡眠ステージデータを取得するための加速度計
及び／又は光電脈波センサを有する、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　上気道疾患に関する治療に対する患者の順守を高めさせるための方法は、
－前記患者の血糖値データ及びノルエピネフリン濃度データの１つ以上を含む生命兆候デ
ータ、並びに前記患者の治療に関する情報を含む治療データを受信するステップ、
－前記治療データ及び前記生命兆候データに基づくフィードバック情報を決定するために
、前記治療データ及び前記生命兆候データを処理するステップ、並びに
－前記治療データ及び前記生命兆候データに基づく前記フィードバック情報を表示するス
テップ、
を有する方法。
【請求項１５】
　コンピュータプログラムがコンピュータ又は処理器上で実行されるとき、請求項１１に
記載の方法のステップを前記コンピュータ又は前記処理器に実行させるプログラムコード
手段を有するコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上気道疾患に関する治療に対する患者の順守（コンプライアンス）を高めさ
せることに関する。特に、フィードバック情報が患者に供給され、それにより治療に対す
る患者の順守を高めさせる装置及び方法が開示される。
【背景技術】
【０００２】
　上気道疾患は、社会に蔓延している。そのような上気道疾患の例は、上気道の感染、喘
息、神経筋疾患、慢性閉塞性気道疾患（ＣＯＰＤ）及び閉塞性睡眠時無呼吸（ＯＳＡ）を
有する。上述した疾患の病気又は症状を治療するための一般的な医学的手法は、換気治療
を有する。換気治療は、例えば挿管法のような侵襲性換気、及び例えば気道陽圧（ＰＡＰ
）療法のような圧力治療を含む非侵襲的な手法を含む。
【０００３】
　特に、ＯＡＳ及び糖尿病から、これらの疾患はしばしば共存することが知られている。
【０００４】
　ＯＳＡは通常、上気道の閉塞により引き起こされる。それは、睡眠中の呼吸の繰り返さ
れる休止により特徴付けられ、通常は血中酸素飽和度の減少と関連付けられる。無呼吸と
呼ばれる、これら呼吸の休止は通例、２０秒から４０秒続く。上気道の閉塞は通常、睡眠
中に起こる身体の筋緊張の低下により引き起こされる。人間の気道は、つぶれることがで
き、それにより睡眠中の呼吸を妨害する軟組織の壁から構成される。舌組織は睡眠中、喉
の奥に向けて移動し、それにより気道をブロックする。
【０００５】
　糖尿病は、長期にわたる高血糖値により特徴付けられる代謝性疾患の集合と呼ばれる。
糖尿病は、糖尿病性ケトアシドーシス及び非ケトン性高浸透圧性昏睡を含む幾つかの急性
合併症、並びに例えば心血管疾患、卒中、腎不全及び眼障害のような長期の合併症を引き
起こす。
【０００６】
　ＯＳＡは、最も一般的な疾患の１つであり、肥満が世界的に増加するのと並ぶ高い発生
率及び有病率である（Salim R Surani World J Diabates 2014 June 15; 5(3): 381-384
）。閉塞性睡眠時無呼吸は、例えば高血圧、心房細動、心疾患、糖尿病、インスリン抵抗
性及び冠動脈疾患（ＣＡＤ）と別々に結び付けられている。
【０００７】
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　このＯＳＡと糖尿病との重複に対する１つの説明は、例えば肥満のような共通の危険因
子の存在である。これらの状態間において、根本的な代謝性疾患がその両方にかかりやす
い、又はこれら２つの疾患の一方に関連付けられる代謝異常及び自律神経異常が他方の進
展に影響を及ぼすというより複雑な関係も存在する。糖尿病及びＯＳＡは共に、心血管疾
患の罹患率及び死亡率の増大に関連付けられるので、両方の状態が存在することは、追加
の又は更に相乗的な健康リスクをもたらすことが可能である。ＯＳＡ及びＣＯＰＤの治療
に一般に用いられる持続気道陽圧（ＣＰＡＰ）療法は、血糖値を下げる及びＯＳＡを患う
２型糖尿病患者における朝の血糖コントロールも改善させることが分かっている。１週間
の最適なＣＰＡＰの使用は、２４時間平均のグルコースを下げる及び朝食後のグルコース
反応を改善することが研究で示されている。２型糖尿病である人々における血糖が早朝に
上昇するという暁現象(dawn phenomenon)もＣＰＡＰ療法の結果として減らされる。従っ
て、一晩中にわたる睡眠時無呼吸のＣＰＡＰ療法は、血糖コントロールを改善し、少なく
とも数人の患者において、経口抗糖尿病薬と同様にかなりの効果を持つことが期待される
。
【０００８】
　睡眠時無呼吸は、２型糖尿病患者の危険性を急上昇させることがさらに示唆されている
。睡眠時無呼吸のより重症例は、糖尿病患者における血糖コントロール不良に一般的に関
連付けられる。無呼吸の患者において夜通し呼吸の休止が起こり得る一方、睡眠のレム（
REM）相中に起こる症状の発現(episode)は、長期にわたる血糖コントロールに最も悪影響
を及ぼすことが分かっている。大部分のレム睡眠は、目覚める前の早朝の時間帯に起こる
。多くの患者は、ＣＰＡＰマスクは不快だと感じるので、夜間はＣＰＡＰマスクを外して
いる。結果として、彼らの無呼吸は、ＲＥＭ睡眠中、未治療のままである可能性が高く、
糖尿病の誰もが特に重要である時間である。故に、睡眠治療の遵守(adherence)は、閉塞
性睡眠時無呼吸及び他の上気道疾患も患う糖尿病患者にとって非常に適切である。
【０００９】
　睡眠呼吸障害及び糖尿病の両方を患っている患者を治療するための装置は、例えば米国
特許出願公開番号2014/0144431から知られている。この装置は、患者に陽圧空気の供給を
提供している。血糖値異常の事象が検出され、このような事象を検出すると、警報器が作
動する。国際特許出願公開番号WO2009/109013 A1は、呼吸の制御による血糖の調整を開示
している。
【００１０】
　国際特許出願公開番号WO2015/063247は、患者の生命状態を得るための患者インタフェ
ースを用いた治療システムを開示している。このシステムは、患者のライフスタイルと無
呼吸の発生頻度とを結び付ける教育的なツールとして使用される、患者の生命状態に関す
る情報を提供する。
【００１１】
　国際特許出願番号WO2015/062897は、とりわけ個人プロファイルデータに基づくフィー
ドバック情報を供給する患者フィードバックシステムを開示している。フィードバック情
報は、基準患者の基準の装置設定からの患者の治療装置の設定のずれを含んでいる。個人
プロファイルデータは、その患者の生命兆候データ及び睡眠プロファイルを含んでもよい
。
【００１２】
　米国特許公開番号US2005/0061315は、睡眠呼吸障害を治療するためのフィードバックシ
ステム及び方法を開示している。患者の状態が観測され、これら１つ以上の観測された状
態に基づいて、睡眠呼吸障害の治療を制御するためのフィードバック情報を発展させるの
に使用される。このフィードバック情報は、睡眠呼吸障害を治療するための治療を送出す
る装置に供給される。
【００１３】
　国際特許出願番号WO2008/070148は、睡眠時無呼吸を治療するためのドライ電極の睡眠
ステージング装置を用いた圧支持装置を開示している。ユーザの睡眠ステージは、ドライ
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電極により検出されるＥＥＧ信号に基づいて決定される。
【００１４】
　上気道疾患はさらに、医学的な理由により、心拍、血圧及び／又は低下した睡眠の質の
変動と共存している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　主な問題は依然として、既知の装置は、急性の健康障害を診断する及び／又は治療を施
すが、治療の誤った及び控えめとなり得る使用を変更しない又はそれに影響を及ぼさない
という事実にある。従来技術の装置は、睡眠呼吸障害に関する治療の不順守又はそのよう
な治療の不適切な順守に対処していない。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明は、最先端の上述した欠点を克服することに取り組んでいる。
【００１７】
　特に、本発明の目的は、上気道疾患に関する治療に対する患者の順守を高めさせるため
の、簡単で、正確及び効率的な装置並びに方法を提供することである。本発明のもう１つ
の目的は、操作し易い、上気道疾患に関する治療に対する患者の順守を高めさせるための
装置の提供である。さらにもう１つの目的は、例えば血糖値のような個人の生命兆候を観
測するための装置、及び例えば睡眠治療のような上気道疾患に関する治療の使用を同時に
提供することである。さらに他の目的は、治療レジメン、治療システム及び装置の誤った
使用を改善させる装置を提供することである。
【００１８】
　１つの実施例において、上気道疾患に関する治療に対する患者の順守を高めさせるため
の装置が提供される。前記装置は、
－前記患者の血糖値データ及びノルエピネフリン(norepinephrine)濃度データの１つ以上
を含む生命兆候データ、並びに前記患者の治療に関する情報を含む治療データを受信する
受信ユニット、
－前記治療データ及び前記生命兆候データに基づいてフィードバック情報を決定するため
に、前記治療データ及び前記生命兆候データを処理するために構成される処理ユニット、
並びに
－前記治療データ及び前記生命兆候データ基づく前記フィードバック情報を表示するため
の表示ユニット
を有する。
【００１９】
　他の実施例において、本装置を有する治療システムが提供される。
【００２０】
　もう１つの実施例において、上気道疾患に関する治療に対する患者の順守を高めさせる
ための方法が提供される。前記方法は、
－前記患者の血糖値データ及びノルエピネフリン濃度データの１つ以上を含む生命兆候デ
ータ、並びに前記患者の治療に関する情報を含む治療データを受信するステップ、
－前記治療データ及び前記生命兆候データに基づいてフィードバック情報を決定するため
に、前記治療データ及び前記生命兆候データを処理するステップ、並びに
－前記治療データ及び前記生命兆候データに基づく前記フィードバック情報を表示するス
テップ
を有する。
【００２１】
　本発明のさらにもう１つの実施例によれば、コンピュータプログラムがコンピュータ上
で実行されるとき、前記コンピュータに本方法を実行させるためのプログラムコード手段
を有するコンピュータプログラムが提供される。
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【００２２】
　本発明の好ましい実施例は、従属請求項に規定される。請求される方法及びコンピュー
タプログラムは、請求される装置及び従属請求項に規定されるのと類似の及び／又は同一
の好ましい実施例を持つと理解される。
【００２３】
　本発明は、上気道疾患に関する治療、例えばＰＡＰ及び／又はＣＰＡＰ療法を受けてい
る患者にフィードバック情報を表示することにより、最先端の上述した欠点を克服してい
る。フィードバック情報は、上気道疾患と、例えば異常な血糖値、例えば２型糖尿病を患
う患者の血糖値を含む異常な生命兆候との間の結び付き(linkage)の使用を得る。この結
び付きの観点から、上気道疾患に関する治療、例えば非侵襲性の換気治療並びに特に気道
陽圧（ＰＡＰ）療法及び／又はＣＰＡＰ療法は、一般に患者の生命兆候に良い影響を及ぼ
すとある程度仮定される。これら生命兆候は、血糖値及びノルエピネフリン濃度のデータ
、並びに任意で心拍データ、血圧データ及び睡眠ステージデータの１つ以上を含む。血糖
値、特に血中グルコース値は好ましい生命兆候である。
【００２４】
　患者の血液中において観測されるノルエピネフリン濃度は、連続的なＣＰＡＰ療法と共
に悪化することが知られている。ノルエピネフリンの生理的上昇は、インスリン感受性を
低下させるが、インスリン分泌に影響を及ぼさないこともさらに知られている。
【００２５】
　血糖値データは、患者の血糖値に関する及び／又はそれを反映している如何なる種類の
データも有する。これに沿って、血糖値データは、全グルコース反応、空腹時血糖値、２
時間血糖値、インスリン値、インスリン感受性及び／又はインスリン分泌に関する１つ以
上のデータを含む。
【００２６】
　睡眠ステージデータは、例えば異なる睡眠ステージ間の時間間隔及び／又は睡眠ステー
ジの持続期間のような、患者の睡眠ステージに関する情報だけでなく、例えば他の人の人
間による客観的な評価及び／又は患者による主観的な評価のような、睡眠の質に関する一
般的な情報も含んでもよい。故に、睡眠ステージデータは、睡眠の質データを含むと考慮
される。
【００２７】
　患者に供給されるフィードバック情報は、治療データ及び生命兆候データに基づいてい
る。フィードバック情報の供給は、患者が例えばポジティブな血糖値データのような、生
命兆候データにおける治療の有益な効果に関して教えられる及びそれを指摘されるため、
前記治療に対する患者の順守を高めさせる。夜間の１つ以上の生命兆候、例えば血糖値、
及び上気道疾患に関する治療の使用は、適切な表示ユニット、例えばスマートフォンを用
いて患者に観測及び伝えられる。
【００２８】
　示される装置及び方法は、例えば神経筋疾患のような非侵襲性換気と共に、睡眠時無呼
吸及び／又は他の呼吸器疾患を患う患者にとって特に適切である。本装置は、如何なる期
間、例えば毎晩の血糖値データ、及び／又は上気道疾患に関する治療の前記関係する使用
を患者に明示してもよい。それにより、前記治療に対する患者の順守は高まる。患者の順
守は、（血中グルコース値を改善させることによる）異常な血糖値で苦しむ患者にとって
有益であるため、とりわけ投薬量及び治療レジメンを含む投薬は下げられる。本装置は同
様に、前記治療に対する患者の順守を高めさせるために、如何なる期間による患者の心拍
データ、血圧データ及び睡眠ステージデータ及び／又は上気道疾患に関する治療の前記関
係する使用を患者に明示してもよい。
【００２９】
　米国特許出願公開番号US2014/0144431又は国際特許出願公開番号WO2009/109013 A1とは
対照的に、本システム及び方法は、治療データ及び生命兆候データに基づいて患者にフィ
ードバック情報を供給する。特に、治療データと生命兆候データとの組み合わせは述べら
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れていない。
【００３０】
　"患者の順守"という言葉は、患者の遵守及び適格さ(capacitance)とも表され、患者が
医療的助言に正しく従っている程度を表すために用いられる。本事例において、これは、
患者が上気道疾患に関する治療又は前記治療の使用に正しく従っている程度を指している
。患者の順守は、不順守が健康管理の効果にとって大きな障害であるため、何よりも重要
である。
【００３１】
　例えばＯＡＳ又はＣＯＰＤ療法のような治療を用いた患者の治療は通常、規定される及
び普通は長期にわたる時間中、治療システムに対する患者の遵守を必要とする。これは、
治療システムに使用されるマスクが夜間に睡眠の邪魔をするので、しばしば不快である。
それにより患者の順守を高めさせることは、上気道疾患に関する治療のより正しい使用を
予備的に目的としている。例えば、患者の順守が高まることは、本装置を使用していない
患者に比べ、治療システムが長期間使用されることがある。患者の順守を高めさせること
は、本装置を使用していない上気道疾患に関する治療に対する患者の遵守に応じて、少な
くとも５％だけ、好ましくは少なくとも２５％だけ、例えば５０％、８０％、１００％及
びさらにもっと長く増大した時間期間に当てはまる。その代わりに又はそれに加えて、患
者の順守を高めさせることは、前記装置のより定期的な使用を目的としてもよい。
【００３２】
　本明細書に用いられる"上気道疾患"は、上気道の如何なる疾患も指している。上気道疾
患の例は、上気道の感染、喘息、神経筋疾患、ＣＯＰＤ及び例えば閉塞性睡眠時無呼吸（
ＯＳＡ）のような睡眠呼吸疾患を含む。神経筋疾患は、直接的には筋肉の病変、又は間接
的には神経若しくは神経筋接合部の病変の何れか一方である筋肉の機能を損なわせる如何
なる疾患も指している。神経筋疾患、ＣＯＰＤ及び睡眠呼吸障害、例えばＯＳＡは、定期
的な治療がしばしば換気治療の使用を必要とするので好まれる。
【００３３】
　神経筋疾患は、例えば脳血管障害（卒中）、パーキンソン病、多発性硬化症、ハンチン
トン病（ハンチントン舞踏病）及びクロイツフェルト・ヤコブ病、脊髄性筋委縮症、筋委
縮性側索硬化症、神経障害、神経筋接合部疾患、例えば重症筋無力症及びランバート・イ
ートン症候群、並びに筋障害疾患、例えば筋ジストロフィー及び多発性筋炎を含む炎症性
筋疾患を含む。
【００３４】
　一般に、換気治療、特に非侵襲性換気療法、例えばＰＡＰ療法を用いて治療される如何
なる上気道疾患が好まれる。特に好ましくは、上気道疾患は閉塞性睡眠時無呼吸である。
【００３５】
　"治療データ"は、治療に沿って測定及び／又は決定される全てのデータ、並びに治療に
使用される装置を制御することに関するデータを含んでいる。好ましい治療データは、無
呼吸－低呼吸指数（ＡＨＩ）、全体の睡眠時無呼吸重症度スコア、時間単位当たり、例え
ば夜ごと及び前記治療を施すための治療装置の使用時間ごとの無呼吸及び／又は低呼吸の
数、並びにマスクのフィット性の１つ以上を含むが、他の如何なるパラメタが含まれても
よい。ＡＨＩは、睡眠時無呼吸の重症度を示すのに使用される指数である。その指数は、
睡眠１時間当たりの無呼吸及び低呼吸事象の数により示される。無呼吸（呼吸休止）は、
少なくとも１０秒間続かなければならず、血液酸素化の減少と関連付けられる。ＡＨＩと
酸素飽和度の低下とを組み合わせることは、睡眠障害数と酸素飽和度（低血中濃度）との
両方を評価する全体の睡眠時無呼吸重症度スコアを提供する。治療データは特に、治療装
置、例えばＰＡＰ治療を施すのに使用される患者接触要素の意識的又は無意識による取り
外しに関する情報を含んでもよい。
【００３６】
　治療データは、患者の医療データ及び／又は行動データを含んでもよい。治療データの
例は、患者に供給される呼吸ガスの圧力、前記装置を使用している期間、並びに低呼吸及
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び無呼吸の出来事のような特定の呼吸事象に関する情報の１つ以上を含む。医療データは
、患者の健康記録からの如何なる情報も含んでいる。行動データの例は、例えば治療に対
する患者の順守に関する患者の自己評価及び／又は例えば医師若しくは身内のような他の
人間による患者の順守の評価を含む主観的並びに客観的な行動データを含む。行動データ
は、例えばアルコール摂取、喫煙、身体活動、専用の質問表から得られる栄養摂取の頻度
、例えば毎日又は毎週に関する情報のような、患者のライフスタイルに関する患者情報を
含んでもよい。例えば質問表から得られる追加の患者データも同様に、治療データに含ま
れてもよい。
【００３７】
　その代わりに又はそれに加えて、例えば血液解析のような医療記録からの他の患者デー
タが事前の生命兆候データを含んでもよい。そのような事前の生命兆候データは、事前に
決定された及び記録されたデータを指している。事前の生命兆候データは、患者の事前の
血糖値データ、事前のノルエピネフリン濃度データ、事前の心拍データ。事前の血圧デー
タ及び事前の睡眠ステージデータの１つ以上を有してもよい。事前の血糖値データは、全
グルコース反応、空腹時血糖値、２時間血糖値、インスリン値、インスリン感受性及び／
又は経口ブドウ糖負荷試験又は経静脈ブドウ糖負荷試験によるインスリン分泌に関する１
つ以上のデータを含む。事前の生命兆候データは、本システム又は方法の事前の使用及び
夫々のデータを集めることにより得られてもよい。
【００３８】
　"フィードバック情報"は、患者に供給される及び上気道疾患に関する治療に対する患者
の順守を高めさせる目的を備えた全ての種類の情報を指している。フィードバック情報は
好ましくは、治療の進行及び努力に関する情報を含む。これは治療方針(therapy objecti
ve)を含んでもよい。この治療方針は、上気道疾患に関する治療に関して規定される、又
は生命兆候データ、毎日の治療の使用、喫煙、アルコール摂取、毎日の栄養摂取、薬剤及
び毎日の身体活動の１つ以上に対する目標値を追加として有してもよい。好ましくは、血
糖値又は血中グルコース値に対する目標値が与えられる。アルコール摂取及び睡眠に対す
る目標値が与えられることも好ましい。これは、アルコール摂取及び喫煙の影響として、
悪い方向に進む睡眠時無呼吸に特に興味を示す。
【００３９】
　フィードバック情報はさらに、患者が基礎的な治療を使用した期間に関する、及び例え
ば血糖値情報のような生命兆候情報と前記基礎的な治療との相互関係を示している統計的
情報を含む。故に、供給されるフィードバック情報は、観測される生命兆候データの何れ
かを用いて、好ましくは血糖値のデータに関して、上気道疾患に関する治療の使用の恩恵
を示す。例えば、患者は、与えられる患者の指示から、特に観測される生命兆候に関して
、装置の適切な使用に関する情報と共に示される装置に対する患者の遵守を得る。前記患
者の指示は、治療の使用に関する情報を含んでもよい。特に、患者は、実際の使用及び測
定される生命兆候と比べて、装置を適切に使用するとき、予測される生命兆候データに関
して知らされる。このフィードバック情報は、治療の短すぎる、不規則な及び／又は誤っ
た使用、並びに例えば血糖値データのような生命兆候データの治療の効果に関する如何な
る情報を含んでよい。
【００４０】
　本発明の実施例によれば、生命兆候データはさらに、患者の心拍データ、血圧データ及
び睡眠ステージデータの１つ以上を含んでいる。
【００４１】
　例えば、血糖値データだけを又はノルエピネフリン濃度データだけを含むような、本装
置及び方法に用いられる生命兆候データの種類に関して制限はないことが分かる。その代
わりに、例えば、血糖値データと心拍データ、血糖値データと血圧データ、血糖値データ
と睡眠ステージデータ、心拍データと血圧データ、心拍データと睡眠ステージデータ、血
圧データと睡眠ステージデータ、並びに血糖値データ、心拍データ、血圧データ及び睡眠
ステージデータの組み合わせを含む、生命兆候データの組み合わせが使用されてもよい。
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【００４２】
　本発明の１つの実施例によれば、治療データは、無呼吸－低呼吸指数（ＡＨＩ）、夜ご
との無呼吸及び／又は低呼吸の数、治療装置の使用時間、並びに前記治療を施すためのマ
スクのフィット性の１つ以上を含む。
【００４３】
　無呼吸及び／又は低呼吸の数はさらに、例えば一晩及び連続する数日の夜、例えば２、
３、４、５、６又な７晩を含む如何なる期間が設けられてもよい。この期間は、２、３、
４、５，６、７週を含む幾らかの週、又は例えば２、３、４、５、６、１２か月又はそれ
以上のような幾らかの月に及んでもよい。前記治療を施すための治療装置の使用時間は、
連続する数日の夜、例えば２、３、４、５、６又は７晩を含んでもよい。前記治療を施す
ための治療装置の使用時間は、２、３、４、５、６、７週を含む幾らかの週、又は例えば
２、３、４、５、６、１２か月又はそれ以上の幾らかの月に及んでもよい。
【００４４】
　本発明の他の実施例によれば、フィードバック情報は、治療の進行及び努力に関する情
報を有する。
【００４５】
　治療の進行及び努力に関する情報は好ましくは、観測される生命兆候の時間的進行と共
に供給される。治療の進行及び努力に関する情報は、治療の使用に関する如何なる進歩を
有し、例えば血糖値の変化、心拍の変化、血圧の変化及び／又は睡眠ステージの変化を含
む。
【００４６】
　故に、本装置は、フィードバック情報を提供し、この情報において、患者は、過去の期
間と比べて、治療を使用している期間に関して知らされる。患者は、治療の定期的及び／
又は所定の使用に関する患者の進行に関して知らされてもよい。その代わりに又はそれに
加えて、フィードバック情報は、生命兆候及び生命兆候の経時変化、例えば（現在の）血
糖値及び血糖値の経時変化と共に、治療の定期的及び／又は所定の使用に関する情報を有
してもよい。フィードバック情報は従って、観測される生命兆候への治療の有益な効果を
患者に示してもよい。そのようなポジティブなフィードバックを視覚的及び／又は可聴的
な形式で受け取る患者は、自分の毎日の治療装置の使用を増大させるように動機付けられ
る。
【００４７】
　治療の使用に関するフィードバックを患者に与える場合、患者の習慣、例えばアルコー
ル摂取、睡眠薬、栄養摂取、（身体）活動に関する情報と組み合わされる経時変化する生
命兆候は、血糖値を下げさせる、睡眠を改善する及び生活の質を改善するという目的と共
に達成されるように計画される患者のゴールを用いて規定されるように用いられる。ゴー
ル設定は、例えば治療の使用（例えば一晩に６時間又は一晩に少なくとも８時間）を有し
、夜のアルコール摂取量を少量にする（例えば毎晩ワイン１杯だけ）ようなゴールを有し
てもよく、睡眠薬を使わないようなゴールを持つこともでき、体重に関するゴール又は栄
養摂取に関するゴールを有してもよい。
【００４８】
　本発明の他の実施例によれば、フィードバック情報は、時間経過による治療データ及び
時間経過による生命兆候データ、並びに任意で時間経過による他の患者データの表現を有
してもよい。
【００４９】
　前記表現は、例えばデカルト座標系を用いた図のようなチャート又は如何なるグラフ表
現の形式でもよい。例えば、生命兆候及び治療の使用に関する情報に対する時間が示され
てもよい。このように、患者は、観測される生命兆候、例えば血糖値への治療の使用の影
響を直ちに認識できる。グラフ表現は、図の関心区域及び／又は図のハイライトにした関
心区域を有する。このように、例えば治療に対する正しい患者の順守は、治療に対する患
者の順守が低い場合と比較して、改善された生命兆候をもたらすことを示す、達成された
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特定の治療結果がハイライトにされる。
【００５０】
　本発明の他の実施例によれば、本装置はさらに、治療の遵守を保つように患者を指導す
るための電子指導システムを有する。
【００５１】
　例えばＣＰＡＰ又はＯＳＡ療法のような治療の遵守を保つように患者を指導するための
電子指導システムは、血糖値データ、ノルエピネフリン濃度データ、心拍データ、血圧デ
ータ及び／又は睡眠ステージデータを改善するための手段として役立つ。改善することは
、血糖値を減らすために治療の遵守を保つように患者を指導するような、疾患の性質によ
って特定の生命兆候を増大させる又は減少させるかの何れかを有する。
【００５２】
　前記指導システムは、患者の夫々の医療データ及び／又は行動データにより示される如
何なる他の医学的状態及び／又は行動状態を軽減する／改善するための手段としても役立
つ。指導システムは好ましくは、患者の夫々の行動データ、例えばアルコール摂取、喫煙
、身体活動及び／又は栄養摂取により示される行動状態を軽減することを支援する。より
好ましくは、アルコール摂取及び喫煙が睡眠時無呼吸を悪い方向にもたらすことが分かっ
ているので、前記指導システムは、アルコール摂取及び／又は喫煙を軽減することを支援
する。それ故に、アルコール摂取及び喫煙が如何なる治療、特にＣＰＡＰ又はＯＡＳ治療
に与える影響は、合理的に想定される。例えば、行動データは、患者が特定の、例えば定
期的及び／又は頻繁な行動、例えば定期的及び／又は頻繁なアルコール摂取をすることを
提示してもよい。その場合、指導システムは、患者がアルコール摂取を減らすことを支援
する。代わりに、行動データが、患者が定期的及び／又は頻繁に喫煙することを提示して
もよく。この場合、指導システムは、患者が喫煙を減らすことを支援する。
【００５３】
　電子指導システムは、スマートフォンに基づいてもよく、このスマートフォンにおいて
アプリの形式で任意に実施されてもよい。その代わりに又はそれに加えて、電子指導シス
テムの一部又は全てがウェブベースのサービス形式、例えばクラウドのウェブサービスで
実施されてもよい。行動変容の理論モデル、例えばトランスセオレティカルモデルＴＴＭ
は、上気道疾患に関する治療の遵守を最適にするのに用いられる。
【００５４】
　電子指導システムは好ましくは、ゴールを患者に設定するためのモジュールを含む。ゴ
ールは、個々のＰＡＰの遵守のデータを患者のグルコースデータに結び付けるスマートア
ルゴリズムを使用することにより設定される。生命兆候（例えばグルコース又は他の何れ
かのパラメタ）に見られるばらつきは、（例えば共分散を用いた）遵守に関係している。
結果は次いで、遵守に関連する生命兆候、例えば血糖値に対する到達可能なゴールを設定
するのに使用される。遵守を用いた激励実験はそれにより、遵守が観測される生命兆候に
与える影響を観測し、その情報を患者にフィードバックすることができる。ゴールは、成
功するために現在の遵守レベルの僅かな増大を示してもよい（ＰＡＰを用いて１０－１５
％の時間の増大）。
【００５５】
　その代わりに又はそれに加えて、約束に関する１つ以上のルールが電子指導システムに
おいて実施されてもよい。治療装置と患者との対話がアプリ又はウェブサイトとして実施
されるプログラムにより観測され、対話の傾向が特定される。そのような対話の傾向は、
患者が対話する傾向があるときの特定の時間又は状況を含む。これらの傾向はさらに患者
の遵守データを使用して定められてもよい。そのような対話はさらに、予想又は推測され
てもよく、患者のグルコースの観測及び遵守に関する有用な情報が提供されてもよい。
【００５６】
　その代わりに又はそれに加えて、遵守と生命兆候データ、例えば血糖値データとの間に
おける個々の相関によるデータ（及び最終的に大きなプールのユーザからの集計データを
使用するためのデータ）は、ユーザのＰＡＰの使用レベルがある一定のベンチマークであ
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った場合、患者が将来、例えば１ヶ月後にいるところを映し出すのに使用されてもよい。
そのような写し出しは、例えば"あなたのデータ及び同じ状態の他人のデータに基づいて
、もしあなたが少なくとも一晩に６時間、ＰＡＰ治療を使用したのであれば、１ヶ月内に
あなたの血糖を大幅に減らすチャンスはｘｘ％です。"を含んでもよい。
【００５７】
　本発明の好ましい実施例によれば、表示ユニットは、処理ユニット及び／又は受信ユニ
ットから離れて配されてもよく、この場合、前記装置はさらに、処理された治療データ及
び生命兆候データを前記表示ユニットに送信するための通信ユニットを有してもよい。処
理された生命兆候データは好ましくは、血糖値データを有する。その代わりに又はそれに
加えて、処理された治療データはさらに、他の患者データを有する。
【００５８】
　表示ユニットは、如何なる光学、触覚及び／又は音響表示手段を有してもよい。ディス
プレイの使用、例えばスマートフォン又はタブレットコンピュータのような手持ち式装置
のディスプレイの使用が好まれる。複数の表示ユニット、例えば１つ、２つ、３つ、４つ
又は５つの表示ユニットが使用されてもよい。例えば、ある表示ユニットは、患者にフィ
ードバック情報を提供／表示するのに役立ち、もう１つの表示ユニットは、医師にフィー
ドバック情報を提供／表示するのに役立つ。これら複数の表示ユニットは、互いに離れて
いてもよい。
【００５９】
　例えばモバイルフォン用のアプリは、フィードバック情報を表示及び／又はダウンロー
ドするために使用されてもよい。本明細書において、"アプリ"はインターネット、コンピ
ュータ、モバイルフォン又は他の電子装置において実行できるソフトウェアとして使用さ
れる。アプリは、例えばＰＡＰ治療の毎日の使用を含む治療データ及び血糖値のようなフ
ィードバック情報、並びに他の患者情報を、ウェブサービス、例えばフィリップス社によ
るSleepMapperからダウンロードすることを可能にする。
【００６０】
　処理ユニットは、治療データ及び生命兆候データ、例えば血糖値データに基づくフィー
ドバック情報を決定するために、前記治療データ及び前記生命兆候データ、例えば血糖値
データ、並びに任意で他の患者情報を処理するように構成される。如何なる数の処理ユニ
ット、例えば１つ、２つ、３つ、４つ又は５つの処理ユニットが用いられてもよい。処理
ユニットは、手持ち式装置の処理器の形式でもよい。代わりに、処理ユニットは、例えば
フィリップス社のSleepMapperのようなウェブサイトを用いるウェブサービスの形式でも
よい。患者の受信した生命兆候データ、例えば血糖値データ、及び患者の治療に関する情
報を含む治療データ、並びに任意で患者の質問表から得られる追加の情報が上記ウェブサ
ービスに送信される。前記ウェブサービスは次いで、治療データ及び生命兆候データ、例
えば血糖値データ、並びに例えばスマートフォンのような遠隔表示ユニットに供給される
他の如何なるデータに基づくフィードバック情報を患者に供給する。代わりに、処理ユニ
ット及び表示ユニットが共に、例えばスマートフォン又はタブレットコンピュータのよう
な単一の装置により構成されてもよい。
【００６１】
　通信ユニットは、処理された治療データ及び生命兆候データ、例えば血糖値データを表
示ユニットに送信するために用いられる。その代わりに又はそれに加えて、通信ユニット
は、受信ユニットにより受信されるデータを遠隔処理ユニットに送信するのに用いられて
もよい。これは、有線又はワイヤレス信号通信により行われる。
【００６２】
　患者へのフィードバックと同じくデータがこのデータを見るために、介護人、例えば医
師、看護師及び／又は家族に送信されてもよいこともさらに考えられる。好ましくは、シ
ステムは、患者と話し合いをして、介護人、例えば医師によりゴールが設定されるように
適応する。
【００６３】
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　上に示されるように、処理ユニット及び／又は表示ユニットの数は特に限定されない。
その代わりに又はそれに加えて、処理ユニットは、受信ユニットから離れて置かれてもよ
いし、及び／又は処理ユニットは、表示ユニットから離れて置かれてもよい。離れて置く
ことは、受信ユニットから処理ユニットへ及び／又は処理ユニットから表示ユニットへの
何れか一方において夫々のデータを送信するための通信ユニットの使用を必要とする。遠
隔通信は特に限定されず、例えば有線又はワイヤレス通信を含む。インターネットとの／
インターネットを介した有線又はワイヤレス通信が特に好まれる。
【００６４】
　本発明の他の実施例によれば、前記装置はさらに、加圧した呼吸可能なガス流を患者に
供給するための患者インタフェースを有する。
【００６５】
　そのような患者インタフェースの例は、（ｉ）鼻マスク；鼻の上に嵌めて、鼻腔を介し
てガスを送る鼻マスク、（ｉｉ）口マスク；口の上に嵌めて、口を介してガスを送る口マ
スク、（ｉｉｉ）フルフェイスマスク；鼻及び口の両方の上に嵌めて、鼻及び口を介して
ガスを送るフルフェイスマスク、並びに（ｉｖ）鼻枕；本発明の範囲内でもある患者イン
タフェースと見なされ、及び鼻腔に直接ガスを送る小さな鼻インサートからなる鼻枕、で
ある。
【００６６】
　患者インタフェースは通常、患者の気道に加圧した呼吸可能なガス流を送るために、患
者と連結し、患者の顔の一部と好ましくは気密シールを与える圧支持システム（例えばＣ
ＰＡＰシステム）の一部を構築する。故に、患者インタフェースは一般に患者接触要素を
含む。患者接触要素は、ユーザの皮膚に直に接している及び／又はそれに近接しているの
何れかである如何なる構成要素と理解される。患者接触要素は、例えばクッション又は要
素の上に形成される他の如何なる皮膚接触材料でもよい。患者接触要素は、マスクシェル
及び／又はその支持部に対応してもよい。皮膚接触要素は以後、シールフラップと称され
る。
【００６７】
　上述した実施例において、患者インタフェースは、皮下電流測定(subcutaneous ampero
metric)技術に基づいている埋め込み可能な血糖計から信号／データを受信するための受
信ユニットを備える。血糖計は、他の検出方法、例えば生体インピーダンス法、近赤外線
分光法、電気化学方法、超音波、電磁及び熱定理、又は蛍光技術に基づくことができる。
受信ユニットは、患者インタフェースの如何なる部分、例えばヘッドギア、マスクシェル
又はクッションに配されてもよい。その代わりに又はそれに加えて、例えばセンサのよう
な検知技術が身体の他の如何なる位置、例えば手首の周り、みみたぶ、指又は腹部に着用
されることもできる。
【００６８】
　代わりに、血糖値測定器は、例えばブドウ糖酸化酵素を使用する電流測定技術(amperom
etric technology)を用いて血液の血糖値を解析し、そのデータを受信ユニットにワイヤ
レス送信するスタンドアローン型のシステムとすることができる。
【００６９】
　患者インタフェースは例えば、皮下電流測定技術に基づいている埋め込み可能な血糖計
から信号／データを受信するための受信ユニットを備える。血糖計は、他の検出方法、例
えば、生体インピーダンス法、近赤外線分光法、電気化学方法、超音波、電磁及び熱定理
、又は蛍光技術に基づくこともできる。受信ユニットは、患者インタフェースの如何なる
部分、例えばヘッドギア、マスクシェル又はクッションに配されてもよい。その代わりに
又はそれに加えて、例えば生命兆候センサのような検知技術が身体の他の如何なる位置、
例えば手首の周り、みみたぶ、指又は腹部に着用されることもできる。
【００７０】
　グルコースセンサを使用する場合、患者インタフェースは、治療データを測定するため
の１つ以上の手段／センサ、及び／又はグルコースを示す呼吸ガス、例えばアセトンを観
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測するためのセンサをその内部に備えてもよい。
【００７１】
　本発明の好ましい実施例によれば、前記装置はさらに、患者の生命兆候データを測定す
るための生命兆候センサを有し、ここで、生命兆候センサは、患者の血糖値データを測定
するためのグルコースセンサ、患者のノルエピネフリン濃度データを測定するためのノル
エピネフリン濃度センサ、患者の心拍データを測定するための心拍センサ、患者の血圧デ
ータを測定するための血圧センサ及び／又は患者の睡眠ステージデータを測定するための
睡眠ステージセンサを有する。
【００７２】
　上述したセンサの何れかが単独で使用されても又は他のセンサと組わせて使用されても
よい。グルコースセンサ、ノルエピネフリン濃度センサ、心拍センサ、血圧センサ及び睡
眠ステージセンサは周知である。そのようなセンサの例は、以下に略述される。生命兆候
センサは、連続又はスポットチェック方法で動作されてもよい。
【００７３】
　本発明のさらに他の実施例によれば、グルコースセンサは、呼気におけるグルコースを
示すガスを観測するための呼吸ガスセンサである。
【００７４】
　グルコースセンサの種類及び／又はその数は特に限定されない。患者の血糖値データは
、如何なる種類の既知のグルコースセンサ又は血糖センサを使用することにより測定され
る。このセンサは好ましくは、治療装置、例えば換気治療に用いられるマスク内又はその
近傍に置かれる。それに加えて又はその代わりに、使用されるグルコースセンサ又は血糖
センサは、連続又はスポットチェック方法の何れかである。用いられるグルコースセンサ
の種類は、連続又はスポットチェック式の何れかの測定若しくはその両方に好都合である
ことが分かる。グルコースセンサは周知である。例えば、Kiera Roberts他著、"Noninvas
ive monitoring of glucose levels: is exhaled breath the answer?" in J. Diabetes 
Sci Technol. 2012 May; 6(3): 659-664が参照され、その内容は、参照することにより本
明細書に組み込まれる。血糖値を観測するためのグルコースセンサは、涙センサの形式で
もよく、患者の目に位置決められてもよい。
【００７５】
　グルコースセンサの一例は、好ましくは患者の皮膚の直下に置かれる電流測定センサで
ある。しかしながら、埋め込み可能なセンサは、患者の身体の如何なる位置に置かれるこ
ともできる。センサは好ましくは、マスクの近傍、例えばもしあればヘッドギア／ストラ
ップ及び額支持部を含む、患者の皮膚に接触するマスク部の何れかの下に置かれる。これ
は、信号／データの本装置への送信を容易にする。一般的に、センサ、例えばグルコース
センサ又は他の如何なるセンサも例えば周波数（ＲＦ）信号及び光学信号を含む信号／デ
ータをリモートにより又は有線接続により送信してもよい。
【００７６】
　そのような電流測定又は埋め込み可能なセンサは、より小さな寸法である及び十分な期
間働き、血糖値データを連続して又は規定の時間間隔で供給する。埋め込み可能なグルコ
ースセンサは、生体センサでもよい。
【００７７】
　本発明の他の実施例によれば、グルコースセンサは、例えばグルコース酸化酵素を使用
する電流測定技術を用いて血中グルコース値を解析するスタンドアローン型の血糖計であ
る。血糖値データは好ましくは、受信ユニットにワイヤレス送信される。
【００７８】
　本発明のさらに他の実施例によれば、血液サンプルは、全グルコース反応、空腹時血糖
値、２時間血糖値、インスリン値、インスリン感受性及び経口ブドウ糖負荷試験又は経静
脈ブドウ糖負荷試験におけるインスリン分泌の１つ以上を決定するのに使用される。その
代わりに又はそれに加えて、血液サンプルは、ノルエピネフリン濃度データを決定するの
に使用される。これらの生命兆候データとして解析された血液データは、ＯＳＡ患者の入
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力として、フィードバックとして及び患者を指導するのに使用されるために、受信ユニッ
トにワイヤレス送信もされる。
【００７９】
　本発明の他の実施例によれば、生命兆候センサは、着用可能、皮下又は埋め込み可能な
センサである。
【００８０】
　センサが着用可能、皮下又は埋め込み可能なセンサであるかの問題は、用いられるセン
サの種類によって決まることも分かる。グルコースセンサは例えば、着用可能、皮下又は
埋め込み可能なセンサでもよい。心拍センサ、血圧センサ及び睡眠ステージセンサはしば
しば着用可能なセンサである。しかしながら、これらセンサ、例えば心拍センサ又は睡眠
ステージセンサは必ずしも着用可能な形式である必要はないことが分かる。患者の妨害を
防ぐために、心拍センサ及び／又は睡眠ステージセンサをカメラ形式で実施することが有
利である。
【００８１】
　他の代替案に従って、グルコースセンサは、呼気におけるグルコースを示すガスを観測
するための呼吸ガスセンサである。
【００８２】
　この種類のセンサは、血糖値を示す呼吸ガス又は呼吸ガスの成分を観測するのに使用さ
れる。例えば、呼吸ガスは、アセトンが存在するかどうか及びその量を解析される。ケト
ン体が検出されてもよい。正常な人において、肝臓によるケトン体の一定の生産及び組織
によるケトン体の利用が存在している。ケトン体の濃度は普通、約１ｍｇ／ｄｌに維持さ
れる。ケトン体の合成速度が利用の速度を超えるとき、ケトン体の濃度は増大し、これは
ケトン尿として知られる。この後に、ケトン体は尿で排出される。ケトン尿の全体像は一
般にケトン症(ketosis)と呼ばれる。アセトンの匂いはケトン症の共通の特徴である。故
に、息におけるアセトンの検出は、１型及び２型の糖尿病の検出を可能にする。一般に、
アセトンの検出及び定量化は、血中グルコース値と相関性がある。グルコースの存在に関
する他の呼吸ガスの解析も同様に可能である。
【００８３】
　呼吸ガスセンサは、例えば患者インタフェース内における患者が吐いた空気に曝される
位置に設けられる。この種類のセンサは、それが治療装置の一部を形成する、すなわちそ
の中に取り付けられる、及びそれが患者に迷惑をかけないので特に好まれる。
【００８４】
　（表示ユニットに表示することに加えて）ＣＰＡＰマスク上又は治療システムの他の如
何なる部分に血糖値が示されてもよい。そのような表示は、家又は病院において、血糖値
の大雑把な判定を提供するための色表示、例えば直ちに介入治療を必要とする危機的な血
糖値に対しては赤色、警告に対しては黄色、及び許容範囲内にある血糖値を示すために緑
色の形式でもよい。そのような表示はさらに、第３の人間、例えば家族又は介護人が患者
の血糖値を初歩的なレベルで直ちに査定することを可能にする。その上、患者が実際の血
糖値に関する自己フィードバックを受け取るために、鏡を見ればよい。
【００８５】
　本発明の実施例によれば、心拍センサは、患者の心拍データを取得するために加速度計
及び／又は心電図センサを有する。
【００８６】
　心拍センサは周知である。如何なる適切な位置に、如何なる数の心拍センサが用いられ
てもよい。加速度計センサは、患者の動き信号を供給する。用いられる加速度計センサは
好ましくは、周知である３軸加速度計である。加速度計は好ましくは複数の加速度軸を有
し、センサはさらに対応する複数の加速度信号を供給するように適当する。複数の加速度
方向が測定されるので、これは正確な加速度信号を決定する可能性がある。例えば、セン
サは、異なる空間軸に沿った加速度を示す運動信号を生成するのに適応する多軸加速度計
を有してもよい。この多軸加速度計は、例えば被検者の傾き及び方位の変化を測定するこ
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とを可能にする３つの直交空間軸に沿った加速度を示す３つの加速度計信号を有する運動
信号を生成するように適応する３軸加速度計である。例えば、Bosch BMA 355, ST Microe
lectronics LIS3DH, LIS2HHl2, ST Microelectronics LIS344ALH又はKionix KXM 52と名
付けられる３軸加速度計が使用され得る。しかしながら、他の種類の多軸加速度計も異な
る空間軸に沿った加速度を示す加速度計信号を生成するのに使用されることができる。
【００８７】
　心電センサ又は心電図（ＥＣＧ）センサは、筋収縮中に生じる電気信号を測定する。Ｅ
ＣＧセンサは通常、患者の皮膚、例えば胸部又は手の甲と接している。ゲル状及び好まし
くはドライＥＣＧセンサが用いられる。
【００８８】
　本発明の他の実施例によれば、睡眠ステージセンサは、患者の睡眠ステージデータを取
得するための加速度計及び／又は光電脈波センサを有する。
【００８９】
　睡眠ステージデータは、睡眠の質データも有し、如何なる種類のセンサにより供給され
てもよい。加速度計及び光電脈波（ＰＰＧ）センサは、治療装置又は治療装置の一部、例
えば患者インタフェース内に実装されてもよい。如何なる種類の加速度計が用いられても
よく、その例は上に示されている。ＰＰＧセンサは周知である。
【００９０】
　一般に、ＰＰＧセンサは、患者の心臓活動を測定することを可能にするために設計され
る。ＰＰＧセンサは、睡眠をステージ分け(staging)するのに必要とされる拍動間隔（Ｉ
ＢＩ）を正確に決定する及び心臓の特徴を抽出するのに使用される。両方のセンサは、患
者インタフェース内に実装され、患者の身体運動及び心臓活動を決定し、それにより、こ
れらに限定しないが、睡眠中の心拍数、全睡眠時間、睡眠効率、覚醒した回数及び／又は
期間の１つ以上を含む睡眠－覚醒統計を決定することを可能にする。これらセンサは、例
えばレム睡眠（Ｒ）－浅い眠り（Ｎ１＋Ｎ２）－深い眠り（Ｎ３）を含む、患者の睡眠ス
テージに関する患者フィードバックを供給することも可能にする。
【００９１】
　代わりに、加速度計及びＰＰＧセンサは、患者の他の身体位置、例えば手首に置かれて
もよい。その代わりに又はＰＰＧセンサに加えて、心電図（ＥＣＧ）センサは、睡眠ステ
ージも示す心臓活動を測定するために用いられてもよい。睡眠ステージ及び睡眠の質に関
する情報を与える他のセンサは、呼吸センサ、例えばＣＰＡＰ装置の気流センサを含む。
呼吸情報は、睡眠をステージ分けするのに非常に有用であり、心臓活動を補完することが
できる。睡眠ステージデータ及び／又は睡眠の質データは好ましくは、例えば睡眠統計に
関する限られた情報、例えば睡眠－覚醒、全睡眠時間、睡眠効率及び覚醒した回数の１つ
以上を供給する加速度計信号、並びにＰＰＧセンサにより提供される心臓活動信号により
供給される。好ましくは、ＰＰＧセンサは、加速度計と組み合わせて使用される。ＰＰＧ
センサと加速度計とを組み合わせた使用は、以前の統計をより高い精度で計算するという
利点を持ち、さらに睡眠ステージが決定されること及び覚醒が検出されることも可能にす
る。呼吸活動は、気流センサ並びに任意で以前の統計をより高い精度で計算するという利
点を持ち、さらに睡眠ステージが決定されること及び覚醒が検出されることも可能にする
加速度計により検出される。より好ましくは、心臓及び呼吸活動が検出される（任意に、
加速度計は、より高い精度を得るのに使用される）。
【００９２】
　一般に、その期間及び連続性を含む異なる睡眠ステージに関する如何なる情報も供給さ
れてよい。本装置の受信ユニットにより入力される情報は、１つ以上の睡眠の量、すなわ
ち睡眠の期間、深い眠りの量、睡眠断片化、覚醒数及びＲＥＭのオンセット検出を含む。
この情報は、受信ユニットから処理ユニットにワイヤレス通信、例えばＲＦ通信又は有線
通信を用いて通信される。この拡張検知技術は、患者の睡眠の質に関する詳細なフィード
バックを患者に与えることを可能にする。長期の血糖コントロールに悪影響であるＲＥＭ
ステージにおいて患者がマスクを外したかを患者に知らせることができる。患者に供給さ
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れる及び患者に表示されるフィードバック情報が早朝の時間帯、すなわち睡眠がもう深く
ない時であり、患者は例えば患者接触要素のような治療装置により引き起こされる混乱を
感じやすい時に治療を続けようと努めるように患者を指導してもよい。
【００９３】
　本発明のさらに他の実施例によれば、血圧センサは、血圧計及び／又は患者の血圧デー
タを取得するためにＥＣＧセンサと組み合わされたＰＰＧセンサを有する。
【００９４】
　血圧データは、例えば血圧計又はＥＣＧセンサと組み合わされたＰＰＧセンサを含む周
知の如何なる血圧センサにより提供され、ここでＥＣＧセンサは、心臓内の圧力の発生を
決定し、ＰＰＧセンサは、心臓から離れた場所での圧力波の到着を決定する。血圧データ
は、上気道疾患に関する治療に対する患者の順守を高めさせるために必要とされる追加の
フィードバック情報を患者に供給するのに使用される。好ましくは、患者の睡眠治療デー
タは、治療の使用時間及び血圧の変化に関する情報を患者に与えるために、血圧データと
共に受信される（例えば数週間にわたる夜通しの治療の長い使用は、血圧を下げることを
招く）。
【００９５】
　本発明の他の好ましい方法によれば、本装置を有する治療システムが提供される。
【００９６】
　この治療システムは、前記本装置に加え、上気道疾患に関する治療を施すための装置を
有する。そのような治療装置は、例えばＯＳＡ又はＣＯＰＤとＯＳＡとの治療のために、
加圧空気及び／又は合成空気の供給を含む、換気治療を施すための装置、並びに患者の治
療データ及び血糖値データ、並びに任意で患者の睡眠ステージ及び／又は睡眠の質、心拍
データ、血圧データの１つ以上を指すセンサデータを供給する夫々の制御回路並びに手段
である。グルコース値データは、全グルコース反応、空腹時血糖値、２時間血糖値又はイ
ンスリン値、インスリン感受性、インスリン分泌及びノルエピネフリン濃度の１つ以上を
含む。治療データは、患者の他のデータ、例えば習慣的データ及び／又は行動データを含
んでもよい。治療システムは、フィードバック情報を決定し、表示ユニットを用いて決定
したフィードバック情報を表示するために、得られたデータを処理及び表示するようにど
ちらにも形成される。代わりに、処理のために遠隔位置に前記データを供給する及び／又
は遠隔表示ユニットに前記データを供給する。
【００９７】
　本装置の特徴又はこれら特徴の如何なる組み合わせは、上気道疾患に関する治療に対す
る患者の順守を高めさせるための本方法及びコンピュータプログラムに用いられてもよい
ことが容易に分かる。本装置、システム及び方法は、睡眠時呼吸疾患の治療及び例えば糖
尿病又は高血圧のような併存疾患の治療に使用されてもよいことをさらに理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】上気道疾患に関する治療に対する患者の順守を高めさせるための装置の主な特徴
を概略的に示す。
【図２ａ】受信ユニットは処理ユニットから離れていて、処理ユニットは表示ユニットか
ら離れている、装置の一例を概略的に示す。
【図２ｂ】図２ａの装置の例示的な実施を示す。
【図３】本発明による患者インタフェースの一例を示す。
【図４】患者インタフェースの側面図を概略的に例示する。
【図５】処理がクラウドコンピューティングにより行われる装置の一例を概略的に示す。
【発明を実施するための形態】
【００９９】
　本発明のこれら及び他の態様は、以下に開示される実施例から明らかであり、これら実
施例を参照して説明される。
【０１００】
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　本発明は一般に、上述した特徴の如何なる可能な組み合わせに関する。詳細な説明は、
血糖値データに関して以下に例示され、これは、限定であると見なすべきではない。血糖
値データに対し示されたのと同じ方法で、本システム又は方法は、ノルエピネフリン濃度
データに基づいてもよい。代わりに、血糖値データ及びノルエピネフリン濃度データの１
つ以上と、心拍データ、血圧データ及び睡眠ステージデータの１つ以上との組み合わせ、
すなわちこれらの如何なる考えられる組み合わせが用いられてもよい。血糖値データは、
全グルコース反応、空腹時血糖値、２時間血糖値、インスリン値、インスリン感受性及び
インスリン分泌の１つ以上に関するデータを有する。
【０１０１】
　図１は、上気道疾患に関する治療に対する患者の順守を高めさせるための装置１０を概
略的に示す。この装置１０は、受信ユニット１２、処理ユニット１４、表示ユニット１６
及び（任意で）通信ユニット１８を含む。受信ユニット１２は、患者の血糖値データ２０
及び患者の治療に関する情報を含む治療データ２２を受信する。任意で、受信ユニット１
２はさらに、患者の睡眠ステージデータ及び／又は睡眠の質データ２４、患者の血圧デー
タ２６の１つ以上を受信する。血糖値データ２０は、全グルコース反応、空腹時血糖値、
２時間血糖値、インスリン値、インスリン感度の１つ以上に関するデータを有してもよい
。受信ユニット１２は、習慣性データ及び行動データの１つ以上を含む他の患者データ２
８を受信してもよい。
【０１０２】
　血糖値データ２０は、血糖値センサ２１により供給される。この血糖値センサ２１は、
連続測定を提供する又はスポットチェック式のセンサの形式の何れかでもよい。センサは
、皮下電流測定技術若しくは他の如何なる検出方法に基づいてよく、又は血糖値を示す呼
吸ガス、例えばアセトンを観測する呼吸ガスセンサとして設けられてもよい。呼吸ガスセ
ンサの場合、図３及び図４に例示的に示されるように、センサは好ましくは患者インタフ
ェース５２内に設けられる。
【０１０３】
　治療データ２２を供給するセンサ２３が設けられる。前記センサ２３は、例えばＣＰＡ
Ｐシステムのような治療システムの一部でもよい。このセンサ２３は例えば、ＣＰＡＰシ
ステムの使用時間又は（経時的な）ＣＰＡＰシステムにより与えられる圧力、ＣＰＡＰシ
ステムの漏れ及び／又は他の設定を測定する。
【０１０４】
　睡眠ステージ及び睡眠の質を示す信号２４、すなわち睡眠ステージデータ及び睡眠の質
データは、必要とされる信号を供給するセンサ２５、例えば加速度計及び／又は呼吸気流
センサと組み合わせたＰＰＧセンサにより供給される。
【０１０５】
　血圧データ２６は、血圧計又はＰＰＦセンサとＥＣＧセンサとを組み合わせた形式であ
る血圧センサ２７により供給される。
【０１０６】
　習慣性データ及び行動データの１つ以上を含む他の患者データ２８は、適切なセンサに
より供給される、又は例えば図５に示されるような質問表を含む適切な入力手段２９によ
り入力される。
【０１０７】
　処理ユニット１４は、受信ユニット１２と結合され、治療データ２２、血糖値データ２
０、睡眠ステージ及び睡眠の質を示す信号２４、血圧データ２６及び他の患者データ２８
に基づいてフィードバック情報３０を決定するために、上述したデータを処理するように
構成される。このフィードバック情報３０は、様々な形式（視覚、聴覚及び／又は触覚形
式）で患者に示されてもよい。フィードバック情報３０は特に、治療を定期的に達成し、
治療を順守するとき、血糖値データ２０に有益な効果を示す。それ故に、表示されるフィ
ードバック情報３０により患者はやる気が出る。
【０１０８】
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　処理ユニット１４は、上述したデータ２０、２２、２４、２６及び２８を通信ユニット
１８を介してこれらデータ２０、２２、２４、２６及び２８に基づくフィードバック情報
３０を表示する表示ユニット１６に供給する。通信ユニット１８は、遠隔通信を提供する
のにも適応している。これに関し、処理ユニット１４は、データ２０、２２、２４、２６
及び２８を、これらデータ２０、２２、２４，２６及び２８に基づく前記フィードバック
情報を即時又は後で表示するために設けられる遠隔装置、例えばスマートフォン又はタブ
レットに供給する。通信装置１８が必ずしも必要とされないことは分かっている。フィー
ドバック情報３０は、治療の目標、例えば治療に対する長い及び／又は定期的な順守を有
してもよい。その代わりに又はそれに加えて、データ２０、２２、２４、２６及び２８の
時間経過を伴うグラフ表示が患者に示されてもよい。これは、従来のグラフに時間経過を
伴うデータの示度を示すことにより達成されてもよい。前記グラブ表示において、特定の
値、値の範囲及び／又は事変は、可視化を向上させるためにハイライト表示されてもよい
。例えば、数日、数週間又は数ヶ月にわたる治療の使用時間に関連して血糖値データ２０
の変化がマーキングされてもよい。患者接触要素の意識的又は無意識の除去が判断され、
示される／ハイライトされる。さらに、含んでいる患者の行動、例えば（図５に示される
ような）ＡＨＩ８０に関するアルコール９６の多い又は少ない摂取、及び血糖値データ２
０が示されてもよい。
【０１０９】
　図２ａは、上気道疾患に関する治療に対する患者の順守を高めさせるための装置１０を
概略的に示し、この装置１０は３つの区域に分割されている。第１の区域６０は、血糖値
データ２０及び患者の治療に関する情報を含む治療データ２２を受信するための受信ユニ
ット１２を有する。通信ユニット１８'は、前記治療データ２２及び血糖値データ２０に
基づく患者の指示３０を決定するために、治療データ２２及び血糖値データ２０を処理す
るように構成される処理ユニット１４に、矢印６６'により示される遠隔接続を介して、
処理ユニット１４により受信されるデータ２０及び２２を供給するために設けられる。処
理ユニット１４は、データ２０及び２２を遠隔表示ユニット１６にワイヤレスで供給する
ように構成される通信ユニット１８に接続される。これは矢印６６により示される。図２
ａは故に、患者が上気道疾患に関する治療に遵守している場合を含み、ここで前記装置１
０の第１の区域において、血糖値データ２０及び治療データ２２が受信される。これらの
データは、データ２０、２２を処理し、夫々のフィードバック情報３０を決定するように
構成される遠隔ロケーション、例えばウェブサービスに供給される。これは参照番号６２
により示される。基本的なウェブサービスは、フィードバック情報３０のための他のデー
タ２８も含むのに適応する。これらの他のデータは、夫々の情報、例えば質問表に沿って
患者が回答した患者の習慣及び／又は行動の情報、又は例えば統計的結果のような他の患
者の情報、及び／又は医師による監視と呼ばれるデータを含んでもよい。例えば医療記録
からの他の患者データ２８、例えば血液解析は、以前の／古い血糖値データを含んでもよ
い。以前の血糖値データは、全グルコース反応、空腹時血糖値、２時間血糖値、インスリ
ン値、インスリン感度及び経口ブドウ糖負荷試験又は経静脈ブドウ糖負荷試験におけるイ
ンスリン分泌の１つ以上を含んでもよい。以前の生命兆候データは、ノルエピネフリン濃
度及び／又は他の如何なる生命兆候データに関して以前に決定及び記録されたデータを含
んでもよい。フィードバック情報３０は、スマートフォン又はタブレットコンピュータの
表示ユニット１６により患者にフィードバック情報を提供／表示するための区域６４に供
給される。これは、適切なアプリにより達成されてもよい。
【０１１０】
　図２ｂは、図２ａの装置の例示的な実施を示す。患者４０は、患者インタフェース５２
を着用し、ＰＡＰ治療を受けるために、圧力管路７６（例えばホース）を介してＰＡＰシ
ステム７０に接続されている。ＰＡＰシステム７０は、ホース７６及び患者インタフェー
ス５２を介して患者４０に必要とされる加圧した呼吸可能なガス流を供給するための圧力
装置７２を有する。患者インタフェース５２はさらに、アセトンを観測するための呼吸ガ
スセンサ２１'（図４参照）を具備している。もちろん、上述したように他の種類のグル
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コースセンサ２１が同様に使用されてもよい。センサ２１、２１'の信号は好ましくはワ
イヤレスでＰＡＰシステム７０の制御回路７４に送信される。
【０１１１】
　ＰＡＰシステム７０は、システム設定及びシステムに関するパラメタを測定するための
システム７０の１つ以上のセンサ、例えば患者に供給される圧力を測定するための圧力セ
ンサから得られる治療データ２２も生成する。制御回路７４は、血糖値データ２０及び治
療データ２２を遠隔処理ユニット１４（例えばサーバ）に送信する。データ送信は、矢印
６６'により示されるように、インターネットを介して行われてもよい。処理ユニット１
４は、治療データ２２及び血糖値データ２０に基づくフィードバック情報を決定するため
に、治療データ２２及び血糖値データ２０を処理する。処理ユニット１４は、ウェブサー
ビスの形式で実施されてもよい。フィードバック情報は次いでさらに、矢印６６により示
されるようにインターネットを介してディスプレイ１６を有するモバイル装置に送信され
る。このウェブサービスは、患者４０が睡眠治療の体験を充実することを支援し、睡眠治
療の結果及び患者４０の測定された血糖値に与える治療の影響の素早い及び簡単な入手を
提供する。
【０１１２】
　図２に示される実施例は、治療に対する患者の順守を高めさせるためのフィードバック
情報３０を評価するための遠隔ウェブサービスの使用と関連付けられる特定の利点を示す
。
【０１１３】
　図３は、呼吸ガス流を供給するための患者インタフェースの一例を示す。図３における
患者インタフェースは、全体として参照番号５２を用いて示されている。患者インタフェ
ース５２は通例、圧支持システム（例えばＣＰＡＰシステム）に用いられる。そのような
患者インタフェース５２は周知であり、マスクを人間の顔の気道の入口の容貌の周りの所
定の位置に保持するために、患者４０の頭部の周りにストラップシステムを使用して前記
頭部に主に着用される。患者インタフェース５２は通例、ヘッドギア／ストラップシステ
ムが取り付けられる硬質又は半硬質のマスクシェルを有する。このマスクシェルは普通、
例えばプラスチック、ポリカーボネート又はシリコーンのような硬質又は半硬質材料から
作られる。しかしながら、他の材料も一般に考えられる。マスクシェルは、患者接触要素
５０とも呼ばれる柔軟なソフトクッション／マスクフラップを保持するための保持フレー
ムとして役立つ。患者接触要素５０は、使用中、患者の顔と係合している。それは、患者
４０に加圧した呼吸可能なガス流を供給するための、マスク－患者インタフェースとして
役立つ。患者接触要素５０は、例えばポリカーボネートから作られ、血糖値を決定するた
めの呼吸ガスセンサ（図示せず）をその要素内に具備する。患者接触要素５０の主な構造
要素は周知である。
【０１１４】
　これらの患者接触要素又はクッション１０は、患者の顔の上に柔らかな接触を確立する
ために、シリコーンから作られ、１つ以上のゲルパッドを有する。これらクッション１０
の他の機能は、患者の気道に圧力が加えられるとき、患者インタフェース５２と患者の顔
との間で空気が漏れるのを防ぐために、周囲の外部に対し患者インタフェース５２の内部
を封止することである。クッション／マスクフラップ５０の形状は、好ましくはユーザの
顔の形状に適応する。患者接触要素５０は、クッションの形状で具現化されるだけでなく
、額パッド、ヘッドギア５６及び頬取付け支持部の形状でもよい。
【０１１５】
　加圧した空気のための夫々の吸気口５４に加え、ストラップを含む額パッド５６は、患
者４０の皮膚と直に接して設けられるＰＰＧセンサ２５'及びこのパッド５６上の何れか
の位置に加速度計センサ２５"を有する。加えて、グルコースセンサ２１も示される。グ
ルコースセンサ２１は、患者４０の皮膚の直下の夫々の場所に埋め込まれる皮下センサを
有する。額パッド／ヘッドギア／ストラップ５６において、センサ２１により供給される
信号を受信するための装置が置かれる。センサ２１、２５'及び２５"により供給されるデ
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ータは、治療データ（図示せず）と一緒に、処理ユニット及び夫々のフィードバック情報
を表示するための表示ユニットに供給される。
【０１１６】
　図３及び４に例示される例は、ユーザ４０の鼻及び口を取り囲むクッション／マスクフ
ラップ５０を着用するいわゆるフルフェイスマスク５２を参照している。これらのフルフ
ェイスマスクはしばしば、額支持部５６と呼ばれる追加のクッション支持部５６を有し、
この支持部はマスクシェルと一体的に接続されてもよく、及び患者４０の額と係合するよ
うに配される。この追加のクッション支持部／額支持部５４は主に、マスクの快適なフィ
ット性を満たす又は修正するのと同様に、主にマスク５２が患者５０の顔に及ぼす力のバ
ランスを取るのに役立つ、及びマスクシェルに対し機械的に安定化する。加えて、額パッ
ド５６は、１つ以上のセンサ、例えばセンサ２１、２５'及び２５"を具備してもよい。ガ
ス供給ホース（図示せず）は通常、好ましくはマスクシェルに取り付けられる又は一体化
される接続インタフェース５４に接続される。マスクは、本発明による患者接触要素を含
んでもよい。患者インタフェース５２は、グルコースを示す呼吸ガス、例えばアセトンを
観測するための血糖値センサ２１'を具備する。
【０１１７】
　図５は、処理がクラウドコンピューティングにより行われる装置１０を示す。クラウド
コンピューティング用のクラウド１４'は、フィリップス社によるデジタルヘルススイー
ト(digital health suite)でもよい。クラウド１４'は、ＣＰＡＰデータ２２'、様々なセ
ンサ２０、２４、２６、９０のデータを受信し、患者４０により手動入力された質問表へ
のエントリー２２"は、全グルコース反応、空腹時血糖値、２時間血糖値、インスリン値
、インスリン感度及び経口ブドウ糖負荷試験又は経静脈ブドウ糖負荷試験におけるインス
リン分泌に関する１つ以上のデータを含む他のデータを有してもよい。ＣＰＡＰデータ２
２'は、ＡＨＩ８０、マスクのフィット性８２、マスクの使用８４、流量パラメタ８６及
び圧力データ８８に関するデータを含む。センサの共存症のオプションは、血糖値データ
２０、一体化したセンサ又は別個の装置として設けられる（高血圧に関する情報を含む）
血圧データ２６、睡眠ステージ及び睡眠の質２４を示す信号、並びに任意で潜在的に存在
する他のセンサ及びサービス９０の形状で設けられる。血糖値データ２０は、血糖値測定
器２１'、皮下センサ２１"又はマスクに組み込まれるセンサ又は組み込まれていないセン
サである非侵襲性のウェアラブルセンサ２１'''により供給される。血圧データ２６は、
圧力センサ２７により供給される。睡眠ステージ及び睡眠の質２４を示す信号は、ＰＰＧ
センサ２５'及び拍動間隔２５'''を提供する加速度計２５"により供給される。潜在的に
存在する他のセンサ及びサービス９０は、酸素飽和センサ９２及びパワースリープ(power
sleep)９４（音声及びＥＥＧ）を含む。患者のライフスタイル及びプロファイル情報は、
患者の習慣／行動データ２２"を入力することにより提供される。これは、アルコール摂
取９６、薬物の使用９８、栄養摂取１００、表現型(phenotype)２０２及び例えば（病気
の）症状又は一般的な不快に関する情報を含む他の関連情報１０４の１つ以上に関する患
者４０に必要な質問を問いかける質問表２２"により行われる。潜在的に他のデータは、
他の患者データ、例えば全グルコース反応、空腹時血糖値、２時間血糖値、インスリン値
、インスリン感度及び経口ブドウ糖負荷試験又は経静脈ブドウ糖負荷試験におけるインス
リン分泌に関する１つ以上のデータを含む以前の血糖値データも有する。一体化又は一体
化しないセンサ２０、２４、２６及び９０により集められるデータ、並びにＣＰＡＰの使
用２２'に関する情報、及び患者の習慣／行動に関する手動で入力される情報及び他の患
者データは、評価のため、例えばフィードバック情報３０を決定する処理を行うためのフ
ィリップス社のデジタルヘルススイート１４'に送信される。フィードバック情報３０は
さらに、患者への指導を含んでもよく、（矢印６６により示されるような）患者の携帯電
話１６'に供給される。患者４０はさらに、例えばＣＰＡＰ治療を制御して、用いられる
前記１つ以上のセンサを選択し、及び／又はこれらセンサからデータを直接受信するため
に、受信ユニット１２と対話（６６"）する。装置１０の可能な構成要素及びシステムア
ーキテクチャが説明されると、以下に好ましい実施例が例示される。
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【０１１８】
　第１の実施例において、組織液において血糖値２０を測定するために、患者４０の皮膚
の下に位置決められる皮下である小さな電極、又は例えば生体インピーダンス法、近赤外
線分光法、電気化学方法、超音波、電磁及び熱定理又は蛍光技術のような検出方法に基づ
く又は涙センサとして目に設けられる皮下ではないセンサを用いた電流測定法に基づくグ
ルコースセンサ２１が使用される。信号２０は、睡眠時無呼吸マスク５２のヘッドギア５
６に取り付けられる送信器により受信される。この送信器は、ワイヤレス無線周波数を介
して情報を監視及び表示装置１６に送る。患者が使用している睡眠時無呼吸マスク５２及
びＣＰＡＰシステム７０は、モバイルアプリケーション及びウェブサイトに結び付けられ
る。ＣＰＡＰ治療２２の使用と同じく血糖値データ２０は、患者の携帯電話からアプリを
介して患者４０によりダウンロードされることができる。これは、患者がＣＰＡＰ治療装
置７０を使用した時間に関する患者の毎日のフィードバックを含んでもよいが、血糖値デ
ータ２０を含んでもよい。装置１０は、例えば夜ごとの血糖値データ２０及びＣＰＡＰシ
ステム７０の関連する使用をグラフ表示で患者１４に示してもよい。このサービスは、患
者４０が夜にマスク５２を外したとき、患者４０にフィードバック情報を与えてもよい。
患者４０は、治療の遵守を保つための指導を得てもよいし、又は予め設定した治療のゴー
ルを患者が達成したかのフィードバックを受け取ってもよい。
【０１１９】
　第２の実施例において、グルコースを示す呼吸ガスを観測するための呼吸ガスセンサの
形式であるグルコースセンサ２１'が使用される。グルコースセンサ２１'は、患者インタ
フェース５２に取り付けられる。このセンサ２１'は、ワイヤレス無線周波数を介して情
報を監視及び表示装置１６に送る送信器に接続される。患者４０が使用している患者イン
タフェース５２及びＣＰＡＰシステム７０は、治療データ２２を転送するために、モバイ
ルアプリケーション及びウェブサイトに結び付けられている。ＣＰＡＰの使用データ２２
（治療データ）と同じく血糖値データ２０は、患者の携帯電話からアプリを介して患者４
０によりダウンロードされることができる。これは、患者がＣＰＡＰシステム７０を使用
した時間に関する患者の毎日のフィードバックを含むが、血糖値データ２０も有する。本
装置１０は、夜ごとの血糖値データ２０及びＣＰＡＰシステム７０の関連する使用データ
２２を患者に示す。このサービスは、低い使用時間となり、この低い使用時間が患者の血
糖値に影響する、例えば患者４０が夜にマスク５２を外したとき、患者４０に情報を与え
る。患者４０は、治療の遵守を保つための指導を受けてもよい。
【０１２０】
　第３の実施例において、グルコースセンサ２１は、組織液において血糖値２０を測定す
るために、皮膚の下に位置決められる皮下である小さな電極、又は例えば生体インピーダ
ンス法、近赤外線分光法、電気化学方法、超音波、電磁及び熱定理又は蛍光技術のような
検出方法に基づく又は涙センサとして目に設けられる皮下ではないセンサを用いた電流測
定法に基づく。センサ２１は、身体上の如何なる位置に取り付けられる。センサ２１は、
ワイヤレス無線周波数を介して情報を監視及び表示装置１６に送る送信器に接続される。
患者が使用している睡眠時無呼吸マスク５２及びＣＰＡＰシステム７０は、モバイルアプ
リケーション及びウェブサイトに結び付けられる。ＣＰＡＰ治療の使用のデータ２２と同
じく血糖値データ２０は、自分のスマートフォンからアプリを介して患者４０によりダウ
ンロードされることができる。これは、患者がマスク５２を使用した時間に関する患者の
毎日のフィードバックを含むが、血糖値データ２０を有してもよい。本装置１０は、夜ご
との血糖値データ２０及びＣＰＡＰシステム７０の関連する使用データ２２を患者４０に
示す。このサービスは、患者４０が夜にマスクを外したとき、情報を患者４０に与える。
患者４０は、血糖値データ２０の増大を防ぐ及び無呼吸を治療するために、ＯＳＡ治療の
遵守を保つための指導を受ける。
【０１２１】
　第４の実施例において、血糖値データ、例えば全グルコース反応、空腹時血糖値、２時
間血糖値、インスリン値、インスリン感受性及び／又は経口ブドウ糖負荷試験又は経静脈
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、ワイヤレス無線周波数を介して監視及び表示装置１６に送られる。患者４０が使用して
いる睡眠時無呼吸マスク５２及びＣＰＡＰシステム７０は、モバイルアプリケーション及
びウェブサイトに結び付けられる。ＣＰＡＰ治療の使用のデータ２２と同じく生命兆候デ
ータは、患者のスマートフォンからアプリを介して患者４０によりダウンロードされるこ
とができる。これは、患者がマスク５２を使用した時間に関する患者の毎日のフィードバ
ックを含むが、生命兆候データを有してもよい。
【０１２２】
　第５の実施例において、血糖値センサ２１に次いで、加速度計２５"及び光電脈波（Ｐ
ＰＧ）センサ２５'がマスク５２、例えば額パッド５６に又はマスク５２内の他の如何な
る位置に実装される。しかしながら、加速度計２５"及びＰＰＧセンサ２５'は必ずしもマ
スク５２内に実装される必要はないことは分かっている。ＰＰＧセンサ２５'は、マスク
５２内において患者の心臓活動を測定することを可能にする。拍動間隔を正確に決定し、
心臓の特徴、すなわち睡眠ステージ及び／又は睡眠の質２４を示す信号を抽出するのに使
用されることができる。両方のセンサ２５'及び２５"は、患者インタフェース５２内に実
装され、患者の身体運動及び心臓活動を決定し、この方法で睡眠－覚醒統計（睡眠時心拍
、総睡眠時間、睡眠効率、覚醒の回数及び期間）を決定することを可能にする。センサ２
５'及び２５"は、患者の睡眠ステージ、レム睡眠（Ｒ）－浅い眠り（Ｎ１＋Ｎ２）－深い
眠り（Ｎ３）に関するフィードバックデータ３０を患者に与えることも可能にする。血糖
値と同じく、睡眠の量、深い睡眠の量、睡眠断片化、覚醒の数、レム睡眠のオンセット検
出に関する患者フィードバック３０は、ＲＦ通信又は他の如何なる通信技術を介して患者
４０に送信されてもよい。データ３０は、例えば患者の携帯電話からアプリを介して患者
によりダウンロードされることができる。この拡張検知技術は、睡眠の質に関する詳細な
フィードバックを患者に与えることを可能にする。患者の睡眠の質に悪影響をもたらす、
マスクがＲＥＭステージで外されたかを患者に知らせることができる。本装置は、夜に装
着したマスク５２を早朝の時間帯に保持するように患者４０に指導することもできる。
【０１２３】
　本発明は、図面及び上記記載において詳細に例示及び説明されたのに対し、そのような
例示及び説明は、例示的又は説明的であると考え、限定的であるとは考えるべきではなく
、本発明は、これら開示した実施例に限定されない。開示した実施例以外の変更例は、図
面、本開示及び付随する特許請求の範囲を検討することにより、請求される本発明を実施
する当業者により理解及びもたらされることができる。
【０１２４】
　請求項において、"有する"という言葉は、他の要素又はステップを排除しない、及び複
数あることを述べなくても、それらが複数あることを排除するものではない。単一の要素
又は他のユニットが、請求項に挙げられる幾つかの項目の機能を果たしてもよい。ある手
段が互いに異なる従属請求項に挙げられているという単なる事実は、それらの手段の組み
合わせは、有利に使用されないことを示しているのではない。
【０１２５】
　コンピュータプログラムは、適切な媒体、例えば他のハードウェアと一緒に若しくはそ
の一部として供給される光学記憶媒体又はソリッドステート媒体に記憶／配布されてもよ
いが、他の形式、例えばインターネット又は他の有線若しくはワイヤレス通信システムを
介して配布されてもよい。
【０１２６】
　請求項における如何なる参照符号もその範囲を限定していると解釈されるべきではない
。
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